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チモシ一斑点病は北海道のチモシーで一般に見られs 被害が甚しい場合には生育阻害や飼料価値の低下

を招く(佐久間ら)。北見農試牧草科で比チモシー育種の中で幼苗接種による斑点病抵抗性個体の選按

を行ってきている。幼百接種に必要な病原としての斑点病菌の分生胞子を効率良く得るためには本菌の

生理を知らねばならない。本菌の分生胞子の形成については温度や培地組成による影響の報告はある沿

光の影響についてはない。本研究では，分生胞子形成の中でも特に形態への光照射の影響をみた。(内容

を適確に示すため，表題を上記のように訂正した)

材料と方法

草地試作物病害研究室に保存されていた北農試採集のチモシー斑点病擢病葉の病斑から単胞子分離し

た2菌株を実験に供試した。培地は実験全体をとおして， V 8ジュース寒天培地を用いた。 2菌株の

コロニーの中心から等距離のところからコルクボーラーで切りとった菌叢の切片を移植して， 暗黒下20 

00で8日間培養した。その後s 菌叢上の分生胞子s 分生子柄を水で洗いおとして光照射処理を行った。

光照射処理は BLB (Black light fluorescent bulb， FL20S-BLB 東芝鉱幅射波長域

3 1 0 -4 2 0 n m， 2 0 W)を3本用いてJ 25cm.の高さから明暗 12時間周期での照射を 2日間行った。

温度はBLB照射時 25'0， 暗黒時 20'0となるよう設定した。

対照とした暗黒区ではJ 1 2時間ごとに 25'0， 2 0'0と温度を変えて，暗黒状態に保つ処理を 2日間

行った。

これらの処理後に形成された分生胞子を観察した。分生胞子の長径イ短径・隔膜数は菌株処理ごとに
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各々 10 0個ずつの分生胞子について測定した。

結果

両菌株ともに，分生胞子は照射区が暗黒区より小さくなり，暗黒区が平均 24.0 X 1 2.1μmであったの

に対し，照射区では平均 21.8X 1 1.1μmであった。隔膜数もまたs 暗黒区が平均1.4に対して照射区が

平均 0.9となりs 両菌株とも照射区が暗黒区より少かった。

またs 光照射によって，いずれの形質についても分散が小さくなることが認められた。

また，胞子形成数はs 顕微鏡観察の結呆照射区での方が明らかに多いことが認められた。

考察
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チモシー斑点病菌 ，C.pμれは光の間欠照射により分生胞子が小型化し，隔膜数が少くなることが認め

られた。 C.p.んteiと同様に胞子が分生子柄上で鎖生する Atternariaattenata では，光は胞子の形態に

影響しないとされている (Misaghiら)。一方 Bipotaris maydisで比光照射により分生胞子が大

型化したとされている(月星ら)。光の分生胞子の形態に対する影響は様々である杭本菌では光照射に

よって分生胞子の生長が抑制されると考えられる。

斑点病抵抗性個体の検定選抜のために行う幼苗接種は病原として均一で多量の分生胞子を必要とする。

本菌は光照射によって分生胞子が小型化するとともにs 分生胞子の大きさ及び隔膜数の分散が小さくな

りs 暗黒下より均一な分生胞子が得られることが明らかとなった。

分生胞子が小型化することによってs 発芽管数の減少などの病原力の低下が懸念される。但見らによれ

は隔膜数 0--1の小型胞子では. 1細胞あたりの発芽管数が多く，胞子が小型化しでも発芽の点では問

題がないと考えられる。

糸状菌の光形態形成では近紫外光と青色光によるマイコクローム系が想定されておりs 分生子柄形成

の誘起や分生胞子形成の誘導を行うことがしられている。本菌の分生胞子は分生子柄上に鎖生するため，

光による分生胞子数の増加が分生子柄形成の誘起によるの泊、分生胞子の鎖生程度の増大によるものかは3

本実験では明らかにできなかった。

また，分生胞子の形態については，温度条件s 光の強度などが交互作用的に作用するととが報告されて

いる CHondaら)。本実験の結果からはこれらの点に言及することはできない杭光照射によって本菌の

分生胞子が小型化し，胞子形成数が増大する条件が存在することは示された。
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摘要

チモシ一斑点病の病原菌 CtadospoγZ品77!- Pμe~: は光照射によって分生胞子が小型化し，隔膜数も少

くなった。プラックライト灯による間欠照射(12 hr明/25"0. 12 hr暗/20"0で2日間)ではs 分生胞

子は 21.8X11.1μm， 0.9隔膜で，暗黒下では 24.0x 1 2.1μm. 1.4隔膜であった。また，光照射によ

って大量の均一な分生胞子が得られるので， この方法は均一な分生胞子を必要とする幼苗検定の接種源の

培養に応用できる。
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SUMMARY; 

Ctαdosporium pんlei，the causal fungus of purp1e spot of timothy， Produces 

sma11 and 1ess septate conidia in response to 1ight. The conidia formed 

u n d e r a 1 t e r n a t e i r r a d i a t i 0 n w i t h b 1 a c k 1 i g h t 1 am p s (1 2 h 0 u r s 1 i g h t /2 5" Q ， 

12hours dark/20"Q for two days ) were 21.8X11.1μm，0.9 septate and 24.0X 12.1μm 

1. 4 s e p t a t e i n t h e d a r k. S i n c e a 1 a r g e q u a n t i t Y 0 f a n d m 0 r e u n i f 0 rm c 0 n i d i a 

were produced after 1ight treatment， the method can be app1ied to cu1turing 

inocu1um for' seed1 ing test which demands uniform conidia. 
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植物細胞の分化全能性が知られ，植物の培養技術を用い植物育種への応用の研究が進められている。

しかしながら牧草類については，この分野の研究は少ない。本研究では，北海道における主要なイネ科牧

草であるチモシーの組織培養技術の確立をすべく研究を行った。

材料および方法

チモシーの種子を用い， MS培ぽ)を基本とした培地に種々の植物生長調節物質を添加し(表 1)，ヵ

ノレス誘導条件を検討した。さらに種々の培地(表 2)を用いて，誘導されたカルスからの個体再生を試み

た。種子の滅菌は内，外頴を除いた種子を70'1'0エタノーノレに30秒浸潰し，その後滅菌水で洗浄，アンチホ

表 l 種々の植物生長調節物質を含む培地での発芽率とカノレス形成率

2.4-D IAA 

μM  。 10 100 。 1 0 100 

。2 9.3 34.0 2 2.0 26.5 55.5 57.5 55.5 5 1. 0 
0.0 3 4.0 2 1. 3 1 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 

25.0 25.5 22.0 2 3.0 5 1. 5 55.5 6 1. 0 54.0 
0.0 1 7.5 16.7 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

BA 
28.0 20.5 30.7 30.0 6 2.0 5 7.0 54.0 49.5 

1 0 
0.0 5.0 1 3.3 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 

100 
28.0 2 5.3 26.0 13.3 50.0 45.3 50.5 42.3 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

。3 3.0 3 2.0 29.3 2 1. 5 4 7.3 37.5 3 6.0 32.0 
0.0 3 2.0 29.3 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3 2.0 2 3.3 3 3.5 2 7.0 3 7.0 37.0 3 7.0 37.0 

KIN 
0.0 23.3 28.0 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0 

3 2.5 27.0 22.5 28.0 26.0 3 1. 0 39.0 28.5 
1 0 

0.0 5.0 1 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100 
20.0 2 1. 0 29.3 30.0 22.6 2 1. 5 28.0 24.6 
0.0 0.5 8. 7 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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